
に
専心した。

昨
年
九月の
日
米
貿易
経
済合
同
災

ゃ、
と
と
し一
月
の
サ
ン
クレ
メ
ン
テ

会
必で
の
佐
厳
首
相、
術関
外的制らの

H
取
材’
の
紡川棋
は、
ま
ずま
ずこ
う

し
た

観測を波打
ち
し
た
と
され
た。

その
鉱
泉、
中日間
同

述倭加
山
後の

外
相
不

似任後
に

品川内か
ら十
二
ぷ
以

がれ入府
し
た
り、
問
中
鵡

海訪中間
の

共
岡山
別
清潔
などで
吹念
上げ
た
お

内
冶俗
も、
ひ
と
窓ず
nニ
ク
ソン
待

ちa
で

お常通臨っ
た
形と
な
ヱ」い

る・
し
か
し税
尖
に

必中一が
近づ
く
に

つ
れ、

党
内
の
，
不

安前少

は
お
お
い

が
た
く
なっ
て
き
て
い
る。

一河
口
（
大
統
領〉
の
必
問
1し
か
も

キッ
シン
ジャ1
初佐ロはじ
めwH必

方が
何度
もwv
mに

必中し、

下m備

を
みっ

ちり猛
ね
た
うえで
の
訪問
で

あ
る・
毛
沢
東主
席、
周
回思
W旅
行相
ら

との
会
暗闇の
結
来、
思い
が
りない
会

窓
が
飛
び
出
し
て
く
る
か
も
しれ
な

一氏話、
米中
関係
の画
期的前進
を

予
測してい
る＠
し
か
し図
川氏
は

「
米中
州同が
泊
脳
会ぷで
の
合抑制の

すべ
て
を山ちに玲必ず

るかどうか

梅
川
だ。
だ
か
らニ
ク
ンノ
お巾の
あ

と
ぽ
ち
に
日本
に
衝
撃
波
が
伝わっ
て

く
る
か

どr3がは煩
わ
しい．
し
かし

米中
川は
すで
に下
m
仰の段階で
大

筋の
合
ぷに
巡し
て
い
る
と以
う・
毛

沢
氏・
ニ
ク
ソン
会
開酬は
俗
仙
的な
も

の
に
なるの
で
は
な

いか」
と
み
る。

小さ
なこ
とで

も大き
く公表

ζ
れ
に
対
し、

タ
カ
派
の
正
浜

市円次

郎
民
（
外一
議
会
g
は
「
む
し
ろ米

関は
川

水が台
湾問
題で
敏巡し
ない

さ
つブレ
ー
キ
を
か
けて
きて
い
る・

ニ
クシ
J

大統領か
FP日ゆ
る
と、
日本

は
いvわ
ゆ
る
（臼
合
平和
条
約の
銭い

の）
H入
り口
治n
ゃ，
出
口
沿N
な

ど
の織品
はあっ
て
も、問
中政府側
の

後近を総ぎ
すぎて
い
る
ーとい
う

と
とで
は
ない
か」
とハ
ト

派と冶ョ

た

nMHをし
て
い
る．

定一川
氏に
よ
ると、

一外交
教前日
混と

を

統ん℃
みて
も、
米
関は
円本
の
よ

う
に「二
つ
の
中伺」
に
と
だ
わっ
て

い
ない
（
材料
況で
は
ない）
ょ
う

だ、
と
U
弓
し
た
がっ
て
その
セ
ン

ス
で
中
間側

と話し合っ
て
み
て
、

台
湾問
題に
つい
て
は
全
くの
平
行
線

に
終わ
り、
な
ん
らの
合
怠
も
得
ら
れ

ない
の
で
は
ない
かー
とい
うの
が
正

一
部氏の
凡
方だ・

た
だ
必

川氏が檀宮
球
（？）
す
るの

は、
大統

制選山引受信芦すプ
レ1・

アッ
プだゅ

もとも
と
訪中
計
雌
臼

体、
大統
領滋
を
婦に
ほい
た
よで
の

と
とだっ
た
だ
けに
い
宕災
際
に
必中
・

し
て
なん
巧の
合忽
払得
られ
ない
紡

m世に
終わ
ると
遺
恨抽m
Hポ
は
半

減す・る

慾れがあ
る。
ζ
の
た
め
「小
さ
なζ

と
で
も
大
き
〈
き
す
るだ
る

う」
と正 －川氏は，F
忽
す
る。

同叫
に
米中川間
関行
附は、
臼
広に

同吋ず
ア曾hM凹
む一wu：、一とろう、
』Fa，

七一比・一
食以み
るH

川護のE
TS
F

の
り
パ
ン
ゲ
ラ
デ
シ
J

m
d
リ

兆
ベ

ト

ナムへ
の
外初
併
比の
煙遺
③
ソ泌
と

の
緩
逗i
ど
か
ら、
間際
関係
の
な

かで
の
日
本の
カを
い
た
ず
らに
d

放
しH
に
し
ない
さつ、
米
中
両
国
がkルbB付ル側puて長お間・

は
ない
か、
とい
う－

hbかで
も
玄ベ
トjム
との

F3具ユ

作に
つ
い
て
は、
日
本
政
府都内にさ

え「
引

中附係の

ほ常化に
プレ
ー
トヤ

ぞ
かけ

る州川川
岸
も
た

らすの
で
は
な

いか」
と
の

概念が
ある一
方

「北明

鮮訪問に
次い
で、

臼山臨時川内
か
ら
花

ベ

トナム

必削計
刈
が出
て
く
るの
で

は
ない
か」
との
ey相
も‘

さやか
れ

始
めて
お
Q
ニ
ク
ソン
訪中と
か
ら

ん
で
銘
内に
新
た

な波紋
そ投げ
かげ

ザ
τ
っ
たω

（
ま
ん
が
は
土
間
代
敏）

十ZZZ
ZL

g一一一

見
。

ぬ
只
＠

臆
腐
o
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政府はニ
ク
ソン
大
統
領
が、二
十一
日か
らの必中
を目前
に
し

て
外
交数
舟で
どの
よ

うな中
凶

政従を打ち
出
すか
大き

な凶心を

持っ
て

ぬ制し
て
い
た・
一
つ
に
は
昨年の
凶印刷
し
必中
角
必の
向い

続
験
から1

窓た
もや
何か
飛び
出
すの
で
は
ない
かとのい
ちま
っ

の
不出品、向時にサン
タレメン
テの
口米行脳会却で
米側か
ら必…

閉そ

受けた
鮎
川端か
ら
み
て、
則
的な外交
政
策の
変化は

あ灼え
な

い
との

dnUM

が交鉛し
て
彼絡
な
mm
仰に
mM
ち
て
い
たわ
けだ。

いざ教冷が品川HMされてみて、政府、とりわけ外初行内は予…

測巡
りの
内符
と受け取っ
て
おり、
米中
会開制亭待
つH4抽川
もいく…

らか
利
6い
だ
と
い
え
云つだ。

…

で
食い
違っ
て
い
て
も
問
題
ない」
と

門似たっ
ぷ
りだ。

と
れ
は

凶剛悩様
が怠
巡に

多鰍他

し、
飲
川押の

削減は

鴬必笈印刷
に
向
か

っ
て
お
央
い
わ
ゆ

る寝
例
法
刷

柑惜し
て
きで
い
るものの、
ニ
ク
ソン

訪
中
は
「

米中首
脳
が
話
し
合
う
ζ
と

に
怠叫怖
が
あ
る」
の
で、
米関は
日
本

が
シロッ
クを
交
り、凶るような
ζ

と
は
もうし
ない
との
，
安心凶’
に

よ
る
もの。
人事
交流 、
貿
易

で
は一
歩前
進

佐
必
首相、

制国
外相
ら
は
サン
ク

的、続
続的
交
流砿
大などで合な
さ

れ
れば
粉河
大々的に
鴨川ぶ
され
ると

み
てい
る＠
し
かし州
防は、

米中
川

肉の
政

府一間協広
を必
泌と
す

をき

なm州制（民
間航州γ一織の果的イ〈れ

な
ど）

は、も
ち
ろ
ん、

中
川
の
資
制
側

発につ
い
て
も、
米
闘が
俊助
ず
る
よ

うなと
と
ま
で

共体他すると
と
は
ま

ずない
と
ふ
んで
い
るω

と
は
い
弓ものの
中
間と
の
民間
の

経済、
人的
交
流はわ
が闘
が先んじ

て
い
る
が、
蕊
誌
の
闘
交
問
復の
的
犯

と
な
る政
府間
後
触につ
い
て
は、
政

府与品泊首
脳の
n
織なs
に
も
か
かわ

らず、
ま
だ
手目掛
か

2tえつ
か
め
な

第三l!ll弼使物認可

日
米問
問関
係

の
強
調に
満
足

帥町民、政
府・
外務相刊行側は外交

殺明日
が
日米
関
係
に
か
な
りの
ウエ
ー

ト
ぞ
飽
き
「
（
白
米
）

川
出

凶係は
ア

ヲ

ア出量の
mい
伐
舵と

寄っね
ば
な

らない」
h強制制
し
た
山花
尚
Mし
て

い
る・
し
かし
それ
に
し
て
も、
ζ
と

し
の
教的が、

昨年中
の
米山内
外
交政

策の
岡山史
的
変化の
例
とし
て
中間
と

の
接
触
を
筑
泌
に
あ
げ、

ζ
れ
を
n
平

和の
時代’
をH

J円守来
砲の
世界
外

交
政
策の陥叫舟皿銀の牧、以
大の外
交

的
成
処とし
てい
る
ζと
は、

訪中
を

前
後
wh
曲目
宍
中
間
を
怠織
し
たの
で

当
禄
とし
なが
民£、
ニ
ク
ソ
ン
必中

の怠昧
と今
後へ
の
修
得の
深
さに
股

い
て
い
る．

外
務
行は
キッ
シンジァ
！
大
統制

納位打の
昨昨
年二
川に
わ
た
る
お
ぜ
ん

双

て初中

キほじ
均
一
巡
の
かけ制
を

柁闘しているが、九日行なわれた
外
交教市の補足必明
の
た
め
の必省

壬ムσ，dr手本－Fらしてbと ．とrt

n町出・7シン
1 t
v柱、

米
巾
会以
に
よっ
て
川弘行刀
が
の

以ナる

附則
に
関
泌し
て
「わ
れ
わ
れ
が従
米

以
上
に
制
度
化
され
た
外
交
的、
その

ほ
か

の援触の
追を
希閉店
して
い
ると

と
は問－やか
だ」
と述べ
た。

同制佐
れが
司
良
化
さ

れた後触

の
泡」
とい－
三品

うなばっ
さりした

ほ

U2鈍っ
た
のけ
1同，
てで、

ー

ま
で
も米
小会
議

の新民～

刈同
聞
で

「
なん
らか
の
前
KHい
の
泌」
が
聞

かれ
るだろ・っ
と

のMW川聞
は
もコ
ぱ
ら

だっ
た
が、

それがこの
キッ
シ
ン

ジャ

ーmuけで
蕊づ
け
られ
た
わ
げ

だ．常
駐の
代表
機

関設内を
予
恕

外世相ηハ
で
は、定式
の大山mm殺

思

し

が

け

ぬ

合

意

懸

念

、

しへ不安

い
現
状で、
大
積が
必中
古
菜
凶

と
は
比べ
もの
に
な
らない
遮れ
キコ

だ。
ζζに昨年
の獄組
し訪中翁必

以来、常に政府
首
脳の顕につ
きま

とっ
て
い
るw取
灼換
され
ると
とへ

の
妻
M

があ
り、
ζれ
は
依然と
し

ハ
ト
派
は
大き

て
務
され
て
い
ない。

在
進
展
を
期
待

ま
し
てニ
ク
ソン
山山中
に
よ

る米中

ハ
ト
細川の
字
仰
向
徳
泌氏
は、
政
府

内脳会般の
膨

容が査記
現わ
れ
出

＋リ脳
や
銘
内タ
カ
派
が「
あ
ま
り
巡
民

すの
は
ま
だ
相当
先と
み
られ
るだ
り

は
ないだろ
う」
と予測す
る庶民”
を

に、
ニ
ク
ソン・
毛
沢必、
川
恩来
会

と
らえ
て
「
午
後＝一
時の
太

陽をμ
て

附酬
の内

山刊はど
弓だア
たの
か

t政府

n
太
陽は
止まっ
て
い
るu
といい
午

は
くつ

のよから泌そかくさつな心
後間
関の

ぷ陶そ凡て
も附じζと
を

撹が似

くζとだろ
う。

b
ぅ。
日

没がきて
NHっ
怖に
なっ
て

党
内
。

鎮
静
K

初
めて
£
菜、

大変だ
L
大
騒

ぎ
す
る
よ
う
な
も
の
だ」
と
皮
肉
る－

b岱＼J
J・－ζメ’九；

ミペIt－－14字指針氏は、米安静43や

一－ヘ・
いFJb－みノユAt

はり大畠UU－品－Lそにむ、とEfレ

号、期与
と不安の
入
杓孟じっ
た悶
てい
る・川
氏はベ
ト
ナム鴨川一EJ川

で
け見守っ
て
い
る
が、
ハ
ト
滅とタ
カ

と
市の

辺合政mM怖
忽に
つ
い
て
は、

派で
は
当
然
な
が
らか
な
り疫
勢
が品唱

すで
に
キy
シ
ンジ．
1

締佐官のレ

っ
て
く
る。

ベ
ル
で
米中間
で
合
怠に
途し
て
い
る

昨年
七月1
ニ
クン
ノ
訪中
け側
一か

の
で
は
ない
か、
と
い
う。

白川前手助同協凶出仇比とさ、
川脳協llt悼陀時仰は伊でに円仲M仏民撚

の
叉け
たシL
ッ
クは
W測
だっ
た。

和
国
が中
凶

そ代必ずる
附一
の
合法

山一

jt
の4
1の

ι諸説、Z

Ehて
Eる」
と
f
b
zて
お

（
ア
ル
パ
ニ

ア

決飯山県
一円

さ

は、

第

り、

「
台
湾
は
中
間
の
領
土
の
一

部
で

ニ
の
E也
事と
なっ
たψ
し
か
し
そ
の

ある」
との
以
則に
つ
い
て
もカ
・ナダ

問、
持．H

脳や鎚内タ力
派は
政府
と

車両（
テ
1
ク・
ノl
ト

ぶら
で
旬、民

口
調岸
益
わせ
て
「米
側の
公
式
発］

的に
交
り
入れ
るハ
ラだ、
と
み
る・

や
峰
山Mか
らみ
て、
ニ
ク
ソン
必中
は

た
だ
し
台
湾に
い
る
米
箪
の
微
退
問
腿

むしる n幼中
する
ζ
と
M

内体に出品
単判明
朗宣防術条
約の
取
り緩
い
な
ど

綬があ
るだ
け
で、
と
れ
に
よっ
て
米

につ
い
て
は

バ必波別u
の
附
辺と
し

中
関
係
が刈
則
的に
－M泌
する
こ
と
は

て
今広の
バ
脳会
択で
必
宇品川
める
の

ない」
との
制
測をと
と
あ
る
た
びに

で
は
ない
か、
と

観測し
て
い
る

流
し、

党
内
の
銭
円出
そ
鎮
静
す
る
ζ
と

同
じ
く
日
中
位
交
誕
進
派
の
関
川
誠

ぃ．
それ
が末
期の
佐

必殺紅
に
（
し

か
も
史
面
会
中に）
去た
ま
た
信
い

衝
撃
を
与
え
る
か
も
し
れ
ない
！
と
い

う
不
安舷
だ・

理罰索斤Eヨ

り残

高言F

�時－＝弓忌�トミーミ忌号辛号毒、号�号号：

合い
の
た
めに
聞
かれ
る
ル
l
ト
は
相

当
時い
水削
の
もの
で、
阿
国門脳の｜河川が劇団関急引制矧

・33
ぽ
耳14
い
：〈、
その
R
U刊で
わ

かド
とし
て
も剛山い
関心宇
ぷ
わJAL
る

そ
え
ない
わ
けだ・

し
かし
この
点に
つ
い
て
代

抑止必

灯脳
は
「十
分予
州制さ
れ
ると
と」
と

し
て
別に
mい
て
い
ない。Mmm
外相

は

「米中
会誠
に
臨
む米
凶の
みえに

つ
い
て
は
、

サ
ン
ク
レ
メ
ン
テ
の
日
米

門
司
令ム
品
など
そ一ふ
じ岬し

く哨細川
を

受けて
おり、
中
同
との
関
係

必泌化

に
向
か
う同
米の
対応
策か
細かい
点

レ
メ
ン
テ
会級で
米側か
らζの
よう

な
よ
粘M

を川博た

も、ょうで、
円
本

側
は
「人
収
．父流、
制H

昆苫米
国は

1．‘の
凡状に｝
haイザ一
円－um
れて

い
るb
米
中
合同酬の
鮎
娘、
川問

凶聞係

が山早五げ
され
て
も、
た
とえ
ば

MMいさ

っ
そ
とっ
て

も米闘がM
ぷの
水削に

巡す
るの
は
谷劫で
なく、
と
の
以か

らも副
本
は
あ
わ
て
るζ
と
は
ない」

といっ
て
い
る。

そし
て
外局
行
筋は、
今削

の校中

会
叩酬は
刈
凶に
とっ
て
その
成
泌
を
幼

果
的
に
、

は

なば
な
し

く削利用
す
る
凶

内
的
、

閣僚的
恕
由
が
あ
る
の
で
、

人

5J.畏

、、
、、

イ雷

慨は
と
て
も
で
舎ない
とし
て
、
“

院の
代

必尚川民d
がで
参心の
で
は

ない
かとの
は万
が
仙て
い
る・

米政

府も中凶政
府も、
ζ
れ
ま
で
＋八
年

則
にわ
た
る
川
以
の
政
府

間接触
のパ

イ
ツ
だっ
た
火
使
般
会
採
（
ジデ
不
i

ブ、
次い
で
ワル
シe・
ツ）
は
成
織
が

な
かっ
た
と
刑
制
し
て
い
るの
で、
ニ

ク
ソン
泌中
の
叫一
ハA1

1刈凶
聞の
訴
し

ま蓬一Z1ヰヨヰヨ耳

葦三才委事宗主

匝＝

＝＝＝ま喜一

ヨヨヨ妻→ヨ『

ニ
ク
ソ
ン
噴
火
的
側
の
加
小
夜一じ
めの
入
HW」
と
泌
わ
れ
る今
何
の
八
m
れ
ら
の

大会話M窓決
の
任
期
中
に

かもしれない
ζ
と
で
あ
ろ・
品、
こ
と
のよ
う
な
y
メ
リ
お
側
のぷ
凶
に
つ

凶係そ

出走寄
せ
た
ソ
泌
が、
ア
ジ
ア

本政
府
も
際
知
レ
た
よ
う
で、
先
日、

し
て、
ソ
見

側が変
似
し
て
い
る
だ
り

同一
に、
ヴエ
上
ナム
裂
に
か
んし
て
な

川
裂を
お
こ
なっ
た
わ
けで
あ
る。

設
する
の
だ
と
い
う
誌を
と
りつ
の
点
は
き
起
努
込
んで
お
く必
い
ては、

急
車ワ余
地は
ない
で
に
たい
し
て債
を
関心
寄せ、
滋
測
史
産
主
と
と
も
に
訪
ソし
て
ボ
に、
ゎ
誌とし
て
、
「
誌の
次

配一
に
か
忠大
訴
時が
と
られ
るので
は
今日
二十
一日
に
荒
きれ
て
い
るニ

け
る
こ
とが結
玄
艇で
あ
る
し、
巾
取が
る
3・

あ
るつ。

、々
兵
交
戦
略
産
附
し
てい
ると
と
ドコ
ル
ヌ
イ
まら
ソ
巡
長
と会口品
は
強
記土
だ」
式の伝統
的ナ
シ
ョ

竺
ないかと，？怨されて
い
たとおり、
クソンd
ZAあわせ
るな弓
問、
「

益益」後の
中央
リ

そ括
経、
日
本の立
控室
主だ
けに、

早外
交の
主的
に
つい
て
は、パ
ン
グ
ラ一
三
を
め
した見の羽生三七
去に
た
い
ナりまに
の
た袋詰
怒りで

｜一
民
三
月二
十
吉、
ニ
ク
νJ
大
統
ヴエ
ト
ナム
事へ
の

需は
も
はや
lダ
1
シッ
ブの
砲の
な
かで、
台
む
ず
かし
くな申告。
ホツイ
トハ
ウス
な
対応
器
附さ
れ
るので
あ
q
u
ぐ
る
印バ
耐明治
の
日
完ただ
け
セ
し、

2
E

袋－げ
が
閥会
菜

は
など
よ
際化
聴の
わ
が
凶の
凶

行
一
似
定
場合
初必
の一
m
H
Zむ

を
以
りで
♂な
い
も
の
に
友
守
的
つ

源
内
と
い－
コ
自に
とっ
て
の
突
が、
サ
ン
タレ
メ
ン
テ
“
選
禁
似
米
関係吋

門
中
関係と
い
う
わ
が問
に
も
川
急
で
ある
．
しか
も中
ソ
標

処
ソ
誌
の
峨
触
を
話
す
る
とい

的

提
言訟
に比コ
め
る
広
い
悦

1一
八期日
装
芳
金
レ
た二
」の
八
刻
去っ
てき
た
と
い
え
よ
う。

の
援
盟
理ニ
ク
ソン
大続出制と

況に分析・
怒
し、

n
点政
府の
な
とっ
ての
突な同
僚
関
係
の
な
かで
は
依
然
と
して
必
い。
号つし
た
な
か

う
誌のい
さつ
も
あョ
たA
an

住宅
た
認
が
な
され
るべ
きで

月一
HK
門
会決にい
た
る
ま
で
よ
ウ
シ

そ
こで、
附
近に
泊っ
たニ
クソ
ン

・

身は、
グロ
ム
イコ一
行
の小川
府
組MM
あろ
う。
た
とえ
ば、
総方
倒土
に
か

2一

m
出で
あ
る
が、
行の
さつな
舟

’

－

i

f

F

．

，

．

，

と
し
てエ
ム
・エ
ス・
カ
1
5
品
ん
し小

銭、

誌とい
う段
附
宮

山一…
・；
い
引 ．
ソ

店

長刊
誌

多

元

的

な

外

交

展

開

会

雄

詩
説明刊
誌

詩判

長
信

和一一
’’

P
ゃ
y
…
され
る
で
あ
ろ
うζ
と
は、

警
予

，

；

－

J
t

ノ
ノ
一
ノ
J

l

f

嶺

議

脅

さ
に
あ
るの
か十

2

2
の段階で
意
義

義

昭三
，

jp
ふ
3
i

一

惣
で
き
る
・

5、

と
れ
ま
で
の

若

こ

推
測
す
る
ζ
と

が
で

妻
。

あ
ま
り

し、

言

躍
は
凍
結
す
る
と
い
う

選

一一
of
てAU

…

色w
t

ヰ

バ

…
諮
問

期間

関
隅
醐
醐
掘

盟

盟

判

期
間
部

話

題川

一
z二
ンvy－－
1日制
佐
行
が＋二
回
もパ
り
に

掛川
間凶に
つい
ては、
今問のニ
クソ

『
中必人
民
共和
国
lー
そ
の
二
十
年
忽
以
上の
新Mmm開
そ
遂げ
る
も
の
と思

一
：
二
飛ん
で
北側と
格
的
交鴨川を
もっ
たと
ン
訪中で
倣終的
な紡
脱が
出
され
る

聞のこ
つ
の政
策
11
』とい
う近
お
わ
れ
る。
そ
のζ
とは、
米
中ソ
三回

胃こ
い－つニ
ク
ソ
ン
Hキッ
シ
ンジ
ャ
ー外
と
は
胤
わ
れ
な
い。
や
は
り、
今
附の
の
交
渉に
よっ
てい
ます
ぐ決
内づ
け
か
に
六
九年
日
米
共
同開閉
の
鶴
凶
・
の
日
本
の低
限
序』冷融仰に
比つ
めた対
で
米中
後
近、
そ
し
て日
本の叶
巾
僚
に
み
ら
れ
そち
に、
中川
の
外
交
政
の岬HMな
大関
外交
の
泌
仰の
なか

一
変の
もう一
つ
の
予の
う
ちも附
か
さ
前小
は
「ニ
ク
ソン
が
兆hMの
上を
附
る
だ
けの
余
地
は
ない
と
凡て
い
い
だ
れ
湾条
別
に
か
んする
必
比
の
不一
応
が
なさ
れね
ば
は
らない
が、
そ
の
近
そ
もョと
もnAに
か
け
さ
るそω
忽
筒そ
批
判
的に
僻
列
し
て
い
る
対中
タ
で、
小さ
な「
保険」
をい
くつ
も
か

－

一
れ
た
が、
アメ
リカ
側
は
ζ
己
て、一
む」
ζ
孝
行
信
審
議味
が
るつ。

妻、
もし
も
筋一二のニ
ク
ソ

致
が
あ
るζと

ま
到し
て
い
る
の
点
で
向
日
され
る
遊
の出
来
在、

い
ソ

法、
と
の
差
あ
ま
り、

薬

識
の一
人で
も
き・
だ
か
ら、
今
け
季
語
な
m外交を

揺
し、
そ

〉一
九
六九
年七月
の
「
グア
ム・
ド
ク
ト
あ
る
の
で
あ
るつし、
ニ
ク
ソン
大
統
ン・
シ

：クが
あ
り
さ
と
する
な
は、
ζ
の
盟
で
の
日
本
の
河
がわ
り
グ
ロム
イ
コ・
ソ巡
外
相一
行
の
習
と
は
ち
が
品
ぎで
日ソ
関係の
改
回
のU
ソ

選定
謀、

白
盟
うし
た円
以の
なかで
誉べ
言中

7一
りンL
にはじ
号、
七O
宅
Mの
似と
し一
括、
hu

商
法
処
理お

ら
ぷ
小
川
で、
主J紡
術
条
約
各
を
yメ
おの
アリ
ン
ア政柊

対
症
に
よ
る
同
ソ
関係
の
ご
tJで
あ

足臨
ん
で

是

非創
世
川M閣
に

がぬ
ぎれ
た
の
で
あ
る
が、
／
1
A
q
げに
臨むべ
孟弘
のわが
N
E

1一

口
湖の
入品」
と
怨わ
れ
た
涜
群

集中
関係
悪化とい

夫
妻俗
し
た
ま
まの
花
葉氏
｛の
認
定
償
援
の火ぎ
な
保障
とし
て
ア

す
っ
た・

つ
い
て
も
微
妙
な－一
子
Jス
の変
化
イコ
留は
やは
り、
もっ
と広い
制

J
決
し
てV
イ
交
で
は
な
い。

一
鉛即時を似て、
ζζにい
よい
南大路

担姦し
て大
統制
…壌に
臨み、
”で
合む）
撒沿とい－
z－m

がは叩以
寸る
カ側は
巧えてい
るからで
あっ
て、

銭近、
明阿ヨ
ーロッ
パ
mMとの

が感ぜ

られたω
ζ

pυた友皆
吉

野－mpD料価さ

れねば

ならないJ
て

策外

火…袈患

‘・・ーー』
米中会談　多元的な外交展開を　信濃毎日新聞-1972.02.17


